
報告第 10号

公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センターに係る経営状況

を説明する書類の提出について

地方自治法第 243条 の 3第 2項の規定により、公益財団法人長岡京市埋蔵

文化財センターに係 る経営状況を説明する書類を提出する。

令和 5年 6月 9日 提出

長岡京市長 中小路 健 吾
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提 出 書 類

1 令和 4年度公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センター事業報告書

令和 4年度公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センター決算報告書

令和 5年度公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センター事業計画書

令和 5年度公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センター予算書
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令和 4年度

公益財 法人 長 京市埋蔵文化財センター事業報告書凹

公益財団法人 長岡京市埋蔵文化財センター
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令和 4年度事業報告書

1.事業の状況

令和 4年度に実施 した事業は以下のとお りであり、その内容は令和 4年度受託事業一

覧表 (別表 1)に示した。

(1)発掘調査事業

a。 発掘調査

発掘調査の受託は、16件で 77,855,417円 、調査箇所及び期間等は発掘調査一覧表

(別表 2-1)の とお りである。また、長岡京市か ら国庫補助事業 1件、 3箇所

8,144,684円 を受託した (別表 2-2)。 これ らの調査成果は発掘調査成果一覧表 (別

表 3)に示 した。

b.詳細分布調査

長岡京市から国庫補助事業 1件 2,881,460円 を受託 した (別表 1)。 調査の概要、

箇所数は詳細分布調査一覧表 (別表 4)に示 した。

c.立会調査

立会調査の受託は 3件 3,220,800円 である (別表 1)。 立会調査種別毎の概要、箇

所数は立会調査一覧表 (別表 5)に示 した。

(2)遺物整理調査事業

・令和 4年度調査に伴う出土遺物の洗浄ほか整理作業を行った。

・過年度調査に伴う出土遺物の実測・コンテナ整理ほか整埋作業を行った。

(3)啓発・研究事業

市民に広く文化財啓発を行 うため、長岡京市か ら啓発事業を受託した。受託金額は、

1件 275,000円 である。

a。 現地説明会の開催

○ 現地説明会

新型コロナウイルス拡散防止の観点などから開催 しなかった

○ 関係者説明会

・ 「乙訓寺第 30・ 31次調査 (長岡京跡右京第 1265・ 1266次調査)」

開催日 令和 4年 8月 17日         参加者 20名

場 所 長岡京市今里四丁目地内 (長岡第二小学校グラウンド)

・ 「乙訓寺第 32次調査 (長岡京跡右京第 1270次調査)」

開催日 令和 4年 11月 21日        参加者 8名

場 所 長岡京市今里三丁目地内
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b。 講演会等の開催

○ 文化財講演会

・第 72回文化財講演会 (セ ンター設立 40周年記念事業)

開催 日 令和 5年 3月 19日        参加者 120名

会 場 長岡京市立産業文化会館 大会議室

テーマ  「都の市に追る～平城京跡、長岡京跡、平安京跡～」

講 師 國下多美樹 先生 (龍谷大学教授 )、 南 孝雄 氏 (公益財団法人京都市

埋蔵文化財研究所 )、 中島和彦 氏 (奈良市埋蔵文化財調査センター )、

中島皆夫 (当 センター )

○ 調査成果報告会

開催「l 令和 4年 9月 10 Fl        参加者 26名

会 場 長岡京市立中央公民館 講座室

講 師 当センター職員

○ スライ ドでみる乙訓の発掘 (乙訓事務連絡協議会共催事業)

開催 日 令和 5年 3月 5日

会 場 大山崎町立中央公民館

○ 関西考古学の日 2022(全埋協近畿ブロック共催事業)

・関西考古学の日 2022ス タンプラリー

開催 [1 令和 4年 9チ1111～ 令和 4年 ll月 30[|

会 場 長岡京市立埋蔵文化財調査センター展示室など

。関西考占学の 112022記念講演会

開催 日 令和 4年 10月 9日

会 場 京都アスニー

c。 講師等の派〕t量

〇 小中学校の体験学習等

。長岡京市立長岡第二小学校 出前授業

「長岡第二小学校周辺の遺跡」

開催 日 令和 4年 7月 8日          参加者 52名

○ 団体・研究会

・長岡京市ふるさとガイ ドの会

長岡京市 歴史講演会

「発掘調査による長岡京期の新知見」

開催日 令和 4年 7月 10日         参加者 68名

・長岡京市立中山修一記念館

中山修一記念館開館 20周年記念 トークセッション
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「長岡京発掘 !これまでの歩みとつなぐ思い」

開催日 令和 4年 9月 18日         参加者 77名

d.小中学校、その他の体験学習 0施設見学・発掘調査見学

〇 小中学校の施設見学

〇 小中学校の体験学習

新型コロナウイルス拡散防止の観点から開催が見送られた

〇 小中学校以外の施設等見学、取材対応

長岡京市教育支援センター、京都新聞、KBSラ ジオ、FMお とくに

e。 夏休み歴史教室

小学校 1年生から中学生を対象に、こどもたちが身近な郷土の歴史を通して自分

で考え、行動 し、体験することにより、豊かな感性や社会性、創造性などを培い、

文化財愛護の心を育むことを目的として、長岡京市教育委員会と共催で開催 した。

開催 日 令和 4年 7月 29日

参加者  8名 (対象者のみ)

内 容  「古代人のアクセサ リー・勾玉を作ろう」

f.遺物展示等

○ 常設展示

埋蔵文化財に対する理解を深めることを目的に、長岡京市立埋蔵文化財調査セ

ンター特別収蔵庫を利用した常設展示を行った。

令和4年度の総入館者数は、2,635名 であった。

○ 第 13回特別企画展「長岡京～桓武天皇の都～」(セ ンター設立40周年記念事業)

令和 4年 11月 1日 から 11月 30日 まで、長岡京市立埋蔵文化財調査センターエ

ントランスホールにおいて、第 13回特別企画展「長岡京～桓武天皇の都～」の展

示を行った。企画展期間中の入館者は 1,364名であった。

○ まいぶんミニ展示

柔軟な展示企画により保管資料の出展機会を増やすことを目的に、長岡京市立

埋蔵文化財調査センターエントランスホールにて『まいぶんミニ展示』を行って

いる。令和4年 6月 から9月 に「長岡京 10年～この 10年間の調査成果から～」、

令和 4年 10月 から令和 5年 3月 に「市制 50周年記念・長岡京今昔写真館」と題

した展示を行った。

○ 長岡京@Navi(阪急西山天王山駅前)

文化財保存活用課、商工観光課からの依頼により、阪急西山天王山駅前の観光

案内施設において、恵解山古墳・勝龍寺城跡・中山修一記念館などに関連する展

示を行っている。
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g。 冊子等の編集と刊行

。長岡京市埋蔵文化財センター年報 令和 3年度

。長岡京市埋蔵文化財センター報告書 第 58集

。長岡京市埋蔵文化財センター資料選 (十二)

。長岡京市文化財調査報告書 第 80冊

・特別企画展冊子『長岡京～桓武天皇の都～』(セ ンター設立 40周年記念事業)

・『弥生時代のムラ』(令和元年度特別企画展冊子)の再版

h.ホームページ

年度内の総アクセス数は 24,837件 で、月平均にして約 2,000件 であつた。

i.資料の貸出・調査対応

○ 資料の貸出

公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター、京都府立京都学・歴彩館、福

井県立こども歴史文化館、京都市考古資料館、京都橘大学、京都済生会病院、よみ

うリテレビ、その他 出版会社など

○ 資料の調査 (年度内の資料貸出に係るもの除く)

宮内庁書陵部、奈良県立橿原考古学研究所、公益財団法人京都市埋蔵文化財研究

所、公益財団法人向日市埋蔵文化財センター、京都大学、京都府立大学、大阪大学、

奈良女子大学、駒澤大学、広島市立大学、九州大学

j。 その他

・缶バッジプレゼント企画 2022(セ ンター設立 40周年記念事業)

「長岡京デザイン缶バッジ」

期間 令和4年 6月 ～ 12月

・特製紙ファイルの配布 (セ ンター設立 40周年記念事業)

期間 令和4年 11月 (特別企画展期間)及び 令和 5年 3月 (文化財講演会)

・文化財講演会、調査成果報告会、特別企画展、まいぶんミニ展示などについて、

センター設立 40周年記念事業として行った。

(4)長岡京市立埋蔵文化財調査センターの運営事業

長岡京市立埋蔵文化財調査センターの日常の管理運営業務を長岡京市より受託 し

た。受託金額は 5,181,220円 (別表 1)である。

(5)他機関との連携

・ 全国埋蔵文化財法人連絡協議会    46法 人 (令和 5年 3月 現在)で構成

総会、研修会、近畿ブロック会議、近畿プロック主担者会議

コンピュータ等研究委員会近畿ブロック会議

・ 乙訓文化財事務連絡協議会      乙訓 2市 1町
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・ 長岡京連絡協議会          長岡京跡の調査関連団体で構成

・ 調査成果交流会、研修会、現地説明会等への参加

・ 関係機関等の図書の受入
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2.処務の状況

(1)役員等に関する事項
(令和 5年 3月 31日 現在 )

碓盟::i著] 氏 名 就任年月 日 ILI巨ユ』 田 酬 現,職 な ど

理 事 長 山 本  和 紀 令 和 4年 6月 1日
センター役員報酬
及び費用弁償規程

前長岡京市教育長

常 務 理 事 中 島  皆 夫 令 和 4年 6月 1日 な  し 事務局長

理   事 五十棲 登代子 令 和 4年 6月 1日
センター役員報酬
及び費用弁償規程

JA女性部副部長

理    事 舟  1司   衛 令 和 4年 6月 1日 な  し 長岡京市教育部長

理    事 中 l11 忠 彦 令 和 4年 6月 1日
センター役員報酬
及び費用弁償規程

センター役員報酬
及び費用弁償規程

元会社役員

理    事 藤 井  昇 :二 令 和 4年 6月 1日
長岡京市森林組合
組合長

役職名 氏 名 就任年月日 担任事務 報   酬 現  職 な ど

評 議 員 芦 Hl 富 男 令 和 3年 6月 l日
センター役員報酬
及び費用弁償規程

元長岡京市教育長

評 議 員 L住  直 f 令 和 2年 6月 311
センター役員報酬
及び費用弁償規程

元恵解山占墳保存整
委員

評 議 員 佐 藤  兼 司 和 2年 6月 3日
センター役員報酬 前京都府文化財保護

及び費用弁償規程 導委員

令 和 3年 6月 l日 な  し 長岡京市教育長

令 和 2年 6月 3日
センター役員報酬
及び費用弁償規程

農業

評 議 員 西 村  文 則

評 議 員 藤 ド 光 仲

議 員 宮 本 糸屯 令 和 2年 6月 3日
センター役員報酬
及び費用弁償規程

京都橘大学講師

評 議 員 吉 川  悌 二 令 和 2年 6月 3日
センター役員報酬
及び費用弁償規程

元会社役員

徴 置圏 氏 名 就任年月日 回i巨聾韮鯛 報   酬 現  職 な ど

監    事 大 江  隆 和 2年 6月 3日
センター役員報酬
及び費用弁償規程

元長岡京市

監    事 佐 藤  尚 厚 令 和 2年 6月 3日
センター役員報酬
及び費用弁償規程

元京都銀行
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(2)職員に関する事項

就職等年月日 担任事務 給 与 備   考役職名 氏  名

センター給与規程中 島  皆 夫 平成元年 4月 1日
事務掌理
指揮監督

事 務 局 長

長岡京市から派遣山  下   研 平成 31年 4月 1日 調査担当 な  し
調 査 担 当
主   査

令 和 2年 4月 1日 調査担当 な  し 長岡京市から派遣調 査 担 当
主   査

大 高  義 寛

な  し 長岡京市から派遣鈴 木  知 怜 令 和 4年 4月 1日 総務担当総 務 担 当

係    員

平成 31年 4月 1日 総務担当
センター職員再任用

施行要綱再任用職員 白 川  成 明

調査担当
センタ=職員再任用

施行要綱再任用職員 原   秀  樹 平成 31年 4月 1日

センター嘱託職員取
扱要綱

山 本  輝 雄 令 和 2年 4月 1日 調査担当嘱 託 職 員

令 和 4年 4月 1日 調整担当
センター嘱託職員取

扱要綱
長岡京市へ派遣嘱 託 職 員 木 村  泰 彦

センター嘱託職員取
扱要綱

育休取得中嘱 託 職 員 宇 都 宮  祥 子 平 成 22年 1月 1日 総務担当

令 和 4年 4月 1日 調査担当
センター嘱託職員取

扱要綱嘱 託 職 員 猿 向  敏

0 3 31
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(3)会議に関する事項

a。 理事会

b.評議員会

開催年月日 議 事 事 項 会議の結果

令和 4年 5月 17日

1.令和 3年度 事業報告について

2.令和 3年度 決算報告について

3.令和 4年度 補正予算案 (第 1号)について

4.評議員会議案について

承 認

承 認

承 認

承 認

令和 4年 6月 1日 1.代表理事の選任について 選 任

令不口4年 11月 29日

1.職員の定年の引上げ等に伴う関係規定の整

備について

2.令和 4年度 補正予算 (第 2号)について

承  認

承  認

令和 4年 12月 21日 l.給与規程の一部改正について 承  認

令和 5年 3月 29日

1.令和 4年度 補正予算 (第 3号)について

2.令和 5年度 事業計画 (案)について

3.令和 5年度 当初予算 (案)について

承 認

承 認

承 認

開催年月日 議 事 事 項 会議の結果

令和 4年 6月 1日
1.令和 3年度 決算報告について

2.埋事の選任について

認
　
任

承
　
選
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(4)契約に関する事項 (令和 5年 3月 31日 現在)

a.発掘調査委託契約

契約年月日 相 手 方 内  容

令和 4年 2月 18日 民間企業 発掘調査 (右京第 1259次調査)

5月 2日 長岡京市 発掘調査 (右京第 1261次調査)

5月 6日 個   人 発掘調査 (奥海印寺第 31次調査)

5月 9日 長岡京市 発掘調査 (右京第 1262次調査)

6月 6日 民間企業 発掘調査 (右京第 1263次調査)

6月 22日 長岡京市 発掘調査 (右京第 1264次調査)

6月 30日 長岡京市 試掘調査 (右京第 1266次調査)

8月 18日 個   人 発掘調査 (右京第 1267次調査)

8月 18日 民間企業 発掘調査 (奥海印寺第 32次調査)

9月 13日 民間企業 発掘調査 (右京第 1268次調査)

9月 26日 民間企業 発掘調査 (奥海印寺第 33次調査)

10月 28日 個   人 発掘調査 (右京第 1271次調査)

11月 1日 民間企業 発掘調査 (左京第 670次調査)

11月 28日 民間企業 発掘調査 (右京第 1272次調査)

12月 9日 個   人 発掘調査 (奥海印寺第 34次調査)

令和 5年 2月 22日 社会福祉法人 発掘調査 (右京第 1275次調査)
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b。 発掘調査委託契約 (国庫補助事業)

契約年月日 相 手 方 内  容

令和 4年 4月 1日 長岡京市 発掘調査 (国庫補助)

c.詳細分布調査委託契約 (国庫補助事業)

d.立会調査委託契約

e.調査センター施設管理委託契約並びに普及啓発委託契約など

契約年月日 相 手 方 内  容

令和 4年 4月 1日 長岡京市
一般工事に伴う立会調査

(国庫補助)

契約年月日 相 手 方 内  容

令和 4年 4月 1日
大阪ガスネットワーク

株式会社
ガスエ事に伴う立会調査

8月 18日 長岡京市 下水道 下水道工事に伴う立会調査

9月 29日 長岡京市 水 道 水道工事に伴う立会調査

契約年月日 相 手 方 内  容

令和 4年 4月 1日 長岡京市 調査センター施設管理業務

4月 l El 長岡京市 普及啓発業務
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令和4年度 受託事業一覧表 (,〕 !lii員 1)

令和5年 3月 31日 現在

(1)発掘調査事業等

(2)啓発研究事業

(3)センター管理事業

雷日 相手方 業務名 場 所 受託金額 園田囲固

民間企業、個
人等 16件

埋蔵文化財発掘調
査等

市内一円 77,855,417円 令和4年  3月  1日 ～ 令和5年  3月 20日

圏日 相手方 業務名 場 所 受託金額 委託期間

長岡京市
長岡京跡他発掘調
査及び事務

今里四丁目地内他 8,144,684円 令和4年  4月  1日 ～ 令和5年  3月 31日

圏日 相手方 業務名 場 所 受託金額 委託期間

長岡京市
一般工事に伴う立
会調査及び事務

市内一円 2,881,460円 令和4年  4月  1日 ～ 令和5年  3月 31日

相手方 業務名 受託金額

長岡京市
水道

水道工事に伴う立
会調査

場 所

市内一円 1,443,200円 令和4年  9月 30日 ～ 令和5年  3月 31日

目田囲閻

令和4年  4月  1日 ～ 令和5年  3月  17日

令和4年  8月 19日 ～ 令和5年  3月 28日

市内一円 1,689,600円

市内一円 88,0()0円

大阪ガスネット ガスエ事に伴う立
ワーク株式会社 会調査

長岡京市 下水道工事に伴う
下水道 立会調査

3,220,800円立会調査受託金額合計

番号 相手方 業務日 場 所 圏轟金田 委託期間

長岡京市
埋蔵文化財啓発業
務

埋文センター 275,000円 令和4年  4月  1日 ～ 令和5年  3月 17日

圏∃ 相手方 業務名 場 所

埋文センター

受託金額 困謳朋固

1 長岡京市
埋蔵文化財調査セ
ンター管理業務

5,181,220円 令和4年 4月  1日 ～ 令和5年  3月 31日
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一般

令和4年度 {一般)発掘調査一覧表 偶」表2-1)

令和5年 3月 31日 現在

No ロコ奥ヨ 所在地 □∃金コ 日□囲固 面 積

長岡京跡
右京

長岡京市下海印寺
6,007,652円 令和4年 3月  1日 ～ 令和4年  5月  9日 42

1259次
条40-1他

長岡京跡
右京
第1261次

長岡京市東神足二

丁目17-1
4,522,100円 令和4年 5月 11日 ～ 令和4年  6月  3日

3

長岡京跡
右京
第 1262次

岡京市開田三丁
12,010,900円 令和4年 6月  1日 ～  令和4年  9月  28日 51

目他地内

4

長岡京跡
右京
第 1263次

京市今里更ノ
2,607,000円 令和4年  6月 13日 ～ 令和4年  7月  11日 19

町18番

5

長岡京跡
右京

京市開田一丁
3,109,700円 令和4年 7月  4日 ～ 令和4年  8月  15日 1

12
目108の 一部

6

長岡京跡
右京
第1266次

長岡京市今里四丁
目地内

3,378,265円 令和4年 7月 27日 ～ 令和4年  8月  25日

京跡
長岡京市今里二丁
目41-4他

4,521,000円 令和4年 9月 15日 ～ 令和4年 11月  2日 37

1267次

京跡
長岡京市一里塚2番

11号
2,788,500円 令和4年 9月 20日 ～ 令和4年 10月  21日 20

1268次

長岡京跡
長岡京市馬場一丁
目31番の一部

3,762,000円 令和4年 11月 14日 ～ 令和4年  12月  20日 171

第1271次

10

長岡京跡
右京

長岡京市東神足二

丁目113他
3,151,500円 令和4年 12月  5日 ～ 令和5年  1月  6日 25

1272

11

長岡京跡
右京

丁
1,587,300円 令和5年 3月  1日 ～ 令和5年  3月  20日 1

第 1275
目437番地2

12

長岡京跡
左京
第670次

長岡京市神足拾弐2
21,788,800円 令和4年 11月 14日 ～ 令和5年  2月  25日 1,01

13

奥海印寺
遺跡
第31次

長岡京市奥海印寺
1,456,400円 令和4年 5月 10日 ～ 令和4年  5月  27日 170ボ

山5他

14

奥海印寺
遺跡
第32次

長岡京市奥海印寺
台田、普毛、八戸
木地内

3,796,100円 令和4年 10月  3日 ～ 令和4年  11月  2日 328nf

15

奥海印寺
遺跡
第33次

長岡京市奥海印寺
野辺田26、 東条 1他

1,653,300円 令和4年 10月  3日 ～ 令和4年 10月  20日 97Πf

1,714,900円 令和5年 1月 10日 ～ 令和5年  1月  23日

77 85 417

201ボ
奥海印寺
遺跡
第34次

長岡京市奥海印寺
多貝垣外 17-1

16

-14-



令和4年度 (国庫補 事業)発掘調査一覧表 偶」表2-2)

令和5年 3月 31日現在

国ヨ田団目園

圏日 囲圏因劉 所在地 ロヨ金田

長岡京跡
長岡京市今里四丁
日地内

京

第1265次

長岡京跡
長岡京市今里三丁
日地内

8,144,684円

第1270次

長岡京跡
右京
第1274次

長岡京市勝竜寺30

受託金額合計   8,1441684円

証 璽圃
F―
Ш il」

令和4年 7月 21日 ～ 令和4年  8月 25日 154nゞ

令和4年 11月  1日 ～ 令和4年  11月 26日 331lf

令和5年  1月 23日 ～ 令和5年  2月  3日 31lf

面積合計 190ぷ
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令和4年度 発掘調査成果一覧表 (';1:表 3)

令和5年 3月 31日 現在
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令和4年度 ( 国 庫補助事業}詳細分布調査一覧表

G」表4)

令和5年 3月 31日 現在

No 回訓 師
数

延ベ

日数
調査の概要

一般工事に伴う立会調査

令和 4年度に実施した詳細分布調査は、総数276件、日

数にすると延べ384日 間に及ぶ。調査地点は、北は西の

南は友岡四丁目、東は神足拾弐そして西は海印寺八戸

木と市内各所に広がる。調査原因は、個人や集合住宅など

の民間の事業が大半を占めてお り、駅前広場の整備や歩道

側溝の改修などの公共事業も少数ある。

調査成果としては、個人の住宅などは掘削深度が浅く盛

283 392日
内に収まる場合がほとんどであったものの、基本的に宅

地の造成時に盛土が行われた住宅地では、概 して開発によ

る影響は軽微で、第220061次 調査 (長岡三丁目)のよう
に、盛土直下まで掘削が及んだ場合は、比較的良好に残る

旧地形を確認することができる。このような事例から、再

開発地といえども立会調査を実施することにより、撹乱の

少ない未知の遺跡や遺構の発見を期待できる情報を

得ることができている。
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令和4年度 立会調査一覧表
(,31:表15)

翻
数

延ベ

日数
田コ�目No 回団

水道工事に伴う
立会調査

令和 4年度の上水道工事に係わる立会調査は、 8件、延べ82日 間実
施した。調査は、第222001次 (神足二丁目)、 第222002次 (野添二丁
目)、 第222003次 (一文橋一丁目)、 第222004次 (久貝一 。二丁
目)、 第222005次 (神足二丁目)、 第222006次 (神足芝本)、 第
222007次 (城の里)、 第222008次 (梅が丘一丁目)である。
調査の成果は、新・旧埋設管の取り換え工事に伴う掘削であったこと

から、概ね、既設管理設当時の撹乱や盛土によって、顕著な遺構 。遺

物を確認することはできなかった。しかしながら、

第222003次 (一文橋一丁目)、 第222004次 (久貝一・二丁目)で
は、盛土直下で旧耕作土層や粘質土層の地山を確認し、周辺には良好
に遺構が残っている可能性が期待できた。また、第222001次 (神足二

丁目)、 第222005次 (神足二丁目)では、犬川が形成した後背低地ら
しい粘質土 。砂礫土層などの河川氾濫による堆積土層や、さらに下流
にあたる第222007次 (城の里)では、青灰色系の砂層・シルト・粘質
土など、勝龍寺城跡の南面に広がる河川の合流地点らしい沼沢状の地

形を確認するなど、 1日地形を復元するうえで重要な成果を得ることが
できた。

82日8

18 96日

令和 4年度 (令和 4年 4月 1日 ～令和 5年 3月 31日 )のガス管埋設
工事に伴う立会調査は18件、延べ96日 間実施した。立会調査地点は、

中圧管新設工事に伴う開田一丁目のほか、低圧管理設工事に伴う井ノ

内下印田、今里更ノ町、長岡三丁目、開田一丁目、奥海印寺大見坊、

奥海印寺東条～奥海印寺太鼓山、下海印寺北条、下海印寺方丸～西

条、神足二丁目、友岡二丁目、友岡四丁目、友岡山王～友岡一丁目、
して、ガス引込管新設工事に伴う開田四丁目であった。

第221001次調査 (開 田一丁目)では、全体的に現地表下0.4～0.6m
程で、 1日 地形の土層層序を示す暗茶褐色粘質土層の堆積がみられ、現

地表下0.8m程で黄橙褐色粘質土層の地山を確認した。特に、第221012

次調査 (友岡山王～友岡一丁目)では、現地表下0.3m程で茶褐色粘質

土の遺物包含層とその直下の黄橙褐色粘質土の地山層を確認したこと

から厚く堆積された盛土で保護された遺跡が残る可能性高いとの知見

を得た。
また、第221005次 調査 (下海印寺方丸～西条)、 第221014次調査

(長岡三丁目)な どでは、現地表下0.3～ 0.5m程で旧耕作土と思われ

る暗灰色土層や茶褐色礫混じり土層の地山層など、現地表下には良好

に旧地形が残っていることが確認された。

令和 4年度の下水道工事に係わる立会調査は 3件、延べ5日 間実施し

た。調査は、第223001次 (勝竜寺地内)、 第223002次 (神足二丁目地

内)、 第223003次 (東神足一丁目地内 。開田一丁目地内)である。

調査の成果としては、第223003次 (東神足一丁目地内 。開田一丁目
地内)は、勝龍寺城跡沼田丸での植樹移植に伴う掘削。盛土のみを確

認した。また、第223002次 (神足二丁目地内)、 第223003次 (東神足
一丁目地内 。開田一丁目地内)では、現地表下1.2～ 2.8m程の掘削が

れたが、既設管理設当時の撹乱やその後の盛土によって、顕著な
。遺物を確認することはできなかった。

ガスエ事に伴う
立会調査

5日
下水道工事に伴う
立会調査

183日29
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令和 4年度

公益財団法人 長岡京市埋蔵文化財センター決算報告書

公益財団法人 長岡京市埋蔵文化財センター
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科 目 当年度 前年度 増 減

I 資産の部

1.流動資産

現金預金

現金

普通預金京都銀行長岡支店

未収金

流動資産合計

2.固定資産

(1)基本財産

定期預金

基本財産合計

(2)特定資産

退職給付引当資産

減価償却引当資産

遺物整理調査積立資産

特定資産合計

(3)その他固定資産

車両運搬具

什器備品

電話加入権

リサイクル預託金

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1.流動負債

未払金

前受金

預り金

流動負債合計

2.固定負債

遺物整理調査費用未払金

退職給付引当金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

1.指定正味財産

市出捐金

指定正味財産合計

(う ち基本財産への充当額)

2.一般正味財産

(う ち特定資産への充当額)

正味財産合計

負債及び正味財産合計

122,018,718

30,505

121,988,213

12,680,964

77,378,631

19, 175

77,359,456

11,330, 189

44,640,087

11,330

44,628,757

1,350,775

134,699,682 88,708,820 45,990,862

10,000,000 10,000,000 0

10,000,000 10,000,000

12, 102, 184

3,678,249

0

11,687, 184

3,037, 173

598,215

415,000

641,076

598,215△

15,780,433 15,322,572 457,861

5

1,456,779

80,300

14,950

12,065

2,086,615

80,300

14,950

12,060

629,886

0

0

△

△

1,552,034 2, 193,930 641,896△

27,332,467 27,516,502 184,035△

162,032, 149 116,225,322 45,806,827

59,091,688

66,594,000

1,377,396

74,672,474

6,383,852

57,300

15,580,786

60,210,148

1,320,096

△

127,063,084 81,113,626 45,949,458

0

12, 102, 184

598,215

11,687, 184

598,215

415,000

△

12, 102, 184 12,285,399 183,215△

139,165,268 93,399,025 45,766,243

10,000,000 10,000,000 0

10,000,000

10,000,000)(

10,000,000

10,000,000(

0

0)(

12,866,881

3,678,249(

12,826,297

3,037,173(

40,584

641,070(

22,866,881 22,826,297 40,584

162,032, 149 116,225,322 45,806,827

重鐘量盤塞
令和 5年 3月 31日 現在

(単位 :円 )

-23-



重登璽璽翌旦墨
令和 5年 3月 31日 現在

(単位 :円 )

科    目 公益事業会計 法人会計 合計

I 資産の部

1.流動資産

現金預金

現金

普通預金京都銀行長岡支店

未収金

流動資産合計

2.固定資産

(1)基本財産

定期預金

基本財産合計

(2)特定資産

退職給付引当資産

減価償却引当資産

特定資産合計

{3)そ の他固定資産

車両運搬具

什器備品

電話加入権

リサイクル預託金

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

n 負債の部

1.流動負債

未払金

前受金

預り金

流動負債合計

2.固定負債

退職給付引当金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

1.指定正味財産

市出捐金

指定正味財産合計

(う ち基本財産への充当額)

2.一般正味財産

(う ち特定資産への充当額)

正味財産合計

負債及び正味財産合計

121,518,718

30,505

121,488,213

12,680,964

500,000

0

500,000

0

122,018,718

30,505

121,988,213

12,680,964

134, 199,682 500,000 134,699,682

0 10,000,000 10,000,000

10,000,000 10,000,000

3,994,385

1,607.483

8, 107,799

2,070,766

12, 102, 184

3.678,249

5,601,868 10, 178,565 15,780,433

3

953,030

80,300

5,070

2

503,749

0

9,880

,    5

1,456,779

80,300

14,950

1,038,403 513,631 1,552,034

6,640,271 20,692,196 27,332,467

140,839,953 21,192,196 162.032, 149

58,594,303

66,594,000

1,377,396

497 385

0

0

59,091,688

66,594,000

1,377,396

126,565,699 497,385 127,063,084

3,994,385 8, 107,799 12,102,184

3,994,385 8, 107,799 12, 102, 184

130,560,084 8,605, 184 139,165,268

0 10,000,000 10,000,000

(

0

0 (

10,000,000

10,000,00()) (

10,000,000

10,000,000

10,279,869

1,607,480 (

2,587,012

2,070,766) (

12,866,881

3,678,249

10,279,869 12,587,012 22,866,881

140,839,953 21, 192, 196 162,032, 149
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科 目 当年度 前年度 増 減

I 一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

(1)経常収益

基本財産運用益

基本財産受取利息

特定資産運用益

特定財産受取利息

事業収益

受託事業収益

受取補助金等

受取市助成金

管理・運営等補助金

雑収益

受取利息

経常収益計

(2)経常費用

事業費

給与

センター管理事業費

人件費

賃金

発掘調査事業費

遺物整理調査費

啓発 。研究事業

手当

遺物整理調査費

センター管理事業費

人件費

福利厚生費

発掘調査事業費

遺物整理調査費

センター管理事業費

人件費

退職給付費用

人件費

諸謝金

発掘調査事業費

遺物整理調査費

啓発・研究事業

旅費交通費

発掘調査事業費

遺物整理調査費

運営費

消耗品費

発掘調査事業費

遺物整理調査費

啓発・研究事業

運営費

委託費

発掘調査事業費

遺物整理調査費

1991

199

14倒

149

97,558,581]

97,558,581

19,730,0001

19,730,000)

19,730,000

896]

896

[

[

[

[

1,0011

1,001

14例

149

135,019,46制

135,019,468

22,021,0001

22,021,000)

22,021,000

1,19団

1,195

[

[

[

[

802]

8()2

01

0

37,460,881

37,460,887

2,291,000]

2,291,000

2,291,000

2991

299

[△

△

[

I△

△

[△

(△

△

[△

△

117,289,825 157,042,813 △   39,752,988

96,041,014

3,811,872)

2,449,920

1,361,952

11,548,701)

2,841,951

8,488,000

218,750

4,273,380

1,349,000

964,673

1,959,710

2,387,909

199,922

1,250,000

609,998

327,985

41,500)

41,500

147,090

18,000

40,000

89,096

88,960)

0

40,000

48,960

1,946,952

1,103,358

318,000

288,060

2371534

44, 147,521)

38,354,218

5,367,000

(

(

(

(

133,749,791

3,654,91働

2,449,920

1,204,995

15,463,200

3,552,658

11,701,000

209,545

5,393,46η

2,421,000

960,097

2,012,370

3,945,97D

497,217

2,420,000

580,331

448,425

30,8〔)0)

30,8()0

116,54D

18,000

54,000

44,548

60,78(})

4,380

54,000

2,400

2,445,381)

1,736,962

360,000

125,760

222,659

69, 186,361)

57,547,004

11,217,000

(

(

(

{

(

(

(

37,708,77倒

156,95η

0

156,957

3,914,50D

710,707

3,213,000

9,205

1,120,080

1,072,000

4,576

52,660

1,558,06D

297,295

1, 170,000

29,667

120,440

10,700

10,700

30,54D

0

14,000

44,548

28,180

4,380

14,000

46,560

498,429)

633,604

42,000

162,300

14,875

25,038,840)

19,192,786

5,850,000

[△

(

(△

△

△

(△

△

△

(△

△

△

△

(

△

(

△

△

(△

△

△

(△

△

△

正墜壁産菫重土墓畳
令和 4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31日 まで

(単位 :円 )
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科    目 当年度 前年度 増 減

センター管理事業費

運営費

印刷製本費

発掘調査事業費

遺物整理調査費

啓発 。研究事業

運営費

燃料費

発掘調査事業費

運営費

通信運搬費

発掘調査事業費

遺物整理調査費

運営費

支払負担金

遺物整理調査費

啓発・研究事業

運営費

会議費

啓発 。研究事業

光熱水料費

発掘調査事業費

修繕費

発掘調査事業費

図書新聞費

運営費

賃借料

発掘調査事業費

遺物整理調査費

運営費

保険料

発掘調査事業費

啓発 。研究事業

工事費

発掘調査事業費

手数料

発掘調査事業費

運営費

減価償却費

租税公課

消費税

管理費

役員報酬

人件費

給与

人件費  ・

賃金

人件費

手当

人件費

福利厚生費

281,600

144,703

2,301,951)

154,703

1,646,000

492,998

8,250

336,601)

246,006

90,601

148,98D

4,2()0

138,000

6,788

57,000

30,000

12,000

15,000

2,000

2,000

180,070

180,076

45,900)

45,900

99,983)

99,983

13,979,930

13,245,065

218,000

516,873

387,790)

386, 190

1,600

8,31Q250

8,310,254

59,148

48,000

11,148

384, 189

1,353,300)

1,353,300

21,208,22η

345,600)

345,600

8,835,16鋤

8,835,168

1,102,400)

1, 102,400

4,584,740

4,584,743

2,705,944)

288,750

133,607

4,369,37D

168,278

3,771,000

430,100

0

583,845)

504,090

79,755

97,477)

4,200

81,000

12,277

24,000)

14,000

0

10,000

0)

0

98,378)

98,31「 8

57,310)

57,310

99,780)

99,780

20,356,800)

19,912,336

50,000

394,464

374,500)

374,500

0

3,666,870

3,666,876

138,16D

124,360

13,805

441,656

3,144,200)

3, 144,200

23,222,2531

355,200

355,200

10,081,882)

10,081,882

1,197,060

1, 197,060

5,483,45働

5,483,455

2,791,110

△

　

仏

△

△
　

　

体

△

7, 150

11,096

2,067,42η

13,575

2, 125,000

62,898

8,250

247,238)

258,084

10,846

51,511)

0

57,000

5,489

3&000)

16,000

12,000

5,000

2,000

2,000

81,699

81,698

11,410

11,410

203)

203

6,376,86"

6,667,271

168,000

122,409

13,290)

11,690

1,600

4,643,37D

4,643,378

79,01η

76,360

2,657

57,467

1,790,900)

1,790,900

2,014,02倒

9,600

9,600

1,246,710

1,246,714

94,660)

94,660

898,712)

898,712

85,170)

△

体

△

＜

　

い

△

体

△

△

△

体

△

い

い

△

体

△

体

△

体

△

体
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科    目 当年度 前ロヨ 増 減

人件費

退職給付費用

人件費

旅費交通費

運営費

消耗品費

運営費

委託費

運営費

印刷製本費

運営費

交際費

運営費

燃料費

運営費

通信運搬費

運営費

支払負担金

運営費

会議費

運営費

修繕費

運営費

租税公課

運営費

図書新聞費

運営費

賃借料

運営費

保険料

運営費

手数料

運営費

減価償却費

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額

2.経常外増減の部

(1)経常外収益

経常外収益計

(2)経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

2,705,944

373,500)

373.500

98,780}

98,780

15Q90励

150,905

1,399,350

1,399,358

8,250)

8,250

0)

0

161,780

161,783

150,880)

150,880

16,000)

16,000

8,940)

8,940

35,460)

35,460

33,340)

33,340

52,8()0)

52,3()0

636,750

636,754

144,290)

144,290

105,62D

105,625

257,707

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

2,791, 114

277,20())

277,200

3,360)

3,360

328,870

328,870

1,389,410

1,389414

0
0

5,440)

5,440

171,354

171,354

141,610

141,618

10,000

10,000

8,794

8,794

8,030

8,030

31,890)

31,890

52,80())

52,800

452,463)

452,463

125,520

125,520

67,850)

67,850

238,939

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

△

(

(

(△

△

(

(

(△

△

(△

△

(

(

(

(

(

(

85,170

96,3()0)

96,300

95,420)

95,420

177,969

177,965

9,940

9,944

8,250〕

8,250

5,440)

5,440

9,571)

9,571

9,26a

9,262

6,000)

6,000

140

146

27,430)

27,430

1,450)

1,450

0)

0

184,291)

184,291

18,770

18,770

37,775)

37,775

18,768

(

(

(

117,249,241 156,972,046 △     39,722,805

40,584 70,767 30,183△

40,584 70,767 30, 183△

40,584 70,767 30, 183△

12,826,297 12,755,530 70,767

12,866,881 12,8261297 40,584

10,000,000 10,000,000

10,000,000 10,000,000
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科    目 当年度 闘ロヨ 増 減

Ⅲ 正味財産期末残高 22,866,881 22,826,297 40.584
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科    目 医
==妥

□ 法人会計 合計

I 一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

(1)経常収益

基本財産運用益

基本財産受取利息

特定資産運用益

特定財産受取利息

事業収益

受託事業収益

受取補助金等

受取市助成金

管理・運営等補助金

雑収益

受取利息

経常収益計

(2)経常費用

事業費

給与

センター管理事業費

人件費

賃金

発掘調査事業費

遺物整理調査費

啓発・研究事業

手当

遺物整理調査費

センター管理事業費

人件費

福利厚生費

発掘調査事業費

遺物整理調査費

センター管理事業費

人件費

退職給付費用

人件費

諸謝金

発掘調査事業費

遺物整理調査費
′

啓発・研究事業

旅費交通費

遺物整理調査費

運営費

消耗品費

発掘調査事業費

遺物整理調査費

啓発・研究事業

運営費

委託費

発掘調査事業費

遺物整理調査費

センター管理事業費

運営費

印刷製本費

発掘調査事業費

遺物整理調査費

啓発・研究事業

[ 01

0

刷

5

93,370,841〕

93,370,841

21638,5001

2,638,500)

2,638,500

劇

0

l

[

[ 19例

199

144

144

4,187,740]

4, 187,740

17,091,500]

17,091,500

17,091,500

896]

81)6

[

[

[

l 19劇

199

14例

149

97,558,581]

97,558,581

19,730,00劇

19,730,000

19,730,000

896]

896

[

[

[

96,009,346 21,280,479 117,289,825

(

96,041,014]

3,811,872)

2,449,920

1,361,952

11,548,701)

2,841,951

8,488,000

218,750

4,273,380

1,349,000

964,673

1,959,710

2,387,909

199,922

1,250,000

609,998

327,985

41,500)

41,500

147,090

18,000

40,000

89,096

88,960

40,000

48,960

1,946,950

1,103,358

318,000

288,060

237,534

44, 147,521)

38,354,218

5,367,000

281,600

144,703

2,301,951)

154,703

1,646,000

492,998

(

(

(

(

(

(

(

(

(

0]

0)

0

0

0
0

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0)

0

0
0

0

0

0
0

0

0)

0

0

0

0

0)

0

0

0

0

0
0

0

0

(

(

(

{

(

(

(

(

(

9Q041,014

3,811,872)

2,449,920

1,361,952

11,548,701)

2,841,951

8,488,000

218,750

4,273,380

1,349,000

964,673

1,959,710

2,387,905)

199,922

1,250,000

609,998

327,985

41,500)

41,500

147,090

18,000

40,000

89,096

88,960)

40,000

48,960

1,946,952

1,103,358

318,000

288,060

237.534

44, 147,521)

38,354,218

5,367,000

281,600

144,703

2,301,951)

154,703

1,640,000

492,998

(

(

(

(

(

(

(

国頭歴韮画日Iヨ翼璽墨
令和 4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31日 まで

(単位 :円 )
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科 日 公益事業会計 法人会計 合計

運営費

燃料費

発掘調査事業費

運営費

通信運搬費

発掘調査事業費

遺物整理調査費

運営費

支払負担金

遺物整理調査費

啓発・研究事業

運営費

会議費

啓発・研究事業

光熱水料費

発掘調査事業費

修繕費

発掘調査事業費

図書新聞費

運営費

賃借料

発掘調査事業費

遺物整理調査費

運営費

保険料

発掘調査事業費

啓発・研究事業

工事費

発掘調査事業費

手数料

発掘調査事業費

運営費

減価償却費

租税公課

消費税

管理費

役員報酬

人件費

給与

人件費

賃金

人件費

手当

人件費

福利厚生費

人件費

退職給付費用

人件費

旅費交通費

運営費

消耗品費

運営費

委託費

運営費

印刷製本費

運営費

8,250

336,60η

・246,006

90,601

148,980

4,200

138,000

6,788

57,000)

30,000

12,000

15,000

2,000)

2,000

180,070

180,076

45,900)

45,900

99,983)

99,983

13,979,930

13,245,065

218,000

516,873

387,790)

386, 190

1,600

8,310,254)

8,310,254

59, 148)

48,000

11,148

384, 189

1,353,300

1,353,300

0

0
0

0

0)

0

0

0

0,

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0
0

0
0

0

0

0)

0

0

0
0

0)

0

0

0

0

0

21,208,22η

345,600

345,600

8,835,160

8,835, 168

1,102,400

1, 102,400

4,584,74Э

4,584,743

2,705,940

2,705,944

373,500

373.500

98,780)

98,780

150,900

150,905

1,399,350

1,399,358

8,250

8,250

8,250

336,60η

246,006

90,601

148,98D

4,200

138,000

6,788

57,000)

30,000

12,000

15,000

2,000

2,000

180,070

180,076

45,900

45,900

99,983)

99,983

13,979,930

13,245,065

218,000

516,873

387,790)

386, 190

1,600

8,310,250

8,310,254

59,140

48,000

11,148

384, 189

1,353,300

1,353,300

21,208,22ロ

345,600

345,600

8,835,160

8,835,168

1,102,400

1,102,400

4,584,74紛

4,584,743

2,705,944

2.705,944

373,500)

373,500

98,780)

98,780

150,909

15Q905

1,399,350

1,39鋭 358

8,250

8,250
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科 目 囚Ir翌罰 法人会計 合計

燃料費

運営費

通信運搬費

運営費

支払負担金

運営費

会議費

運営費

修繕費

運営費

租税公課

運営費

図書新聞費

運営費

賃借料

運営費

保険料

運営費

手数料

運営費

減価償却費

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額

2.経常外増減の部

(1)経常外収益

経常外収益計

(2)経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

他会計振替前当期一般正味財産増減額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ 正味財産期末残高

(

(

(

(

(

(

(

(

{

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0)

0

0
0

0
0

0

161,780

161,783

150,880

150,880

16,000

16,000

8,940

8,940

35,460)

35,460

33,340

33,340

52,800,

52,800

636,75“ D

686,754

144,290}

144,290

105,629

105,625

257,707

(

(

(

(

(

(

(

(

161,789

161,783

150,880

150,880

16,000

16,000

8,940

8,940

35,460)

35,460

33,340

33,340

52,800)

52,800

636,754D

636,754

144,290}

144,290

105,629

105,625

257,707

(

{

(

{

{

(

(

(

96,041,014 21,208,227 117,249,241

△ 31,668 72,252 40,584

△ 31,668 72,252 40,584

△ 31,668 72,252 40,584

△ 31,668 72,252 40,584

10,311,537 2,514,760 12,826,297

10,279,869 2,587,012 12,866,881

10,000,000 10,000,000

10,000,000 10,000,000

10.279.869 12.587.012 22,866,881
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岱倍 対昭 表科 日 場 所 o物 最筆 仲■111″ 1笹 希   稲

(流動資産)

現金

預金

木収金

手元保管

普通預金

京都銀行長国支店

反岡京市ほかに対する

来」Y金 糊

運転資金として

運転資金として

"饉

蔵文化財発掘調査費など

30,505

121,988,213

12,680,964

辮 動 盗 ,r^11 134、 699_682

(|‖ 定資産)

堪本財産

特定資it

その他固定資産

定期預金

退職綸付引当資産

減価償却引当資産

車両運搬,t

什器 11]品

電話加人権

リサイクル∬liモ 全

1菱L●I信 託京都支店

〕午通預金・」A京都中央

海印
1,支

店

普通預金・JA京都中央

海印 十支店

降l'1動 佃 台ほか

に|・ :動 :111台 ほか

デジタルカメラ他 16点

′ヽソコン・ソフト
′ヽソコン・ソフト

1回線 分

避‖]益を管月螂 営の財源として使用している

帷ilの送li茂金 支払 に備え管理されている頑全

資r)|を更新するため:こ管夕|!さ れている預金

公益ll的保有財産であり公益ll的
.ll:業 の川に供する財産

管理運営の用に供する財産

公益ll的保有財産であり公益‖的
.1'業 の用に供する財産

青理運営の川に供する財産

公益‖的 'l'業 、法人会計の共有財産

うち公益11的保有財産50%
うち管理巡営の川に供する財産50%

公益|:的保イ〕財たであり公益|]的 事業の川|こ 供する財″F

公益ll的保布財産であり公益ll的 'll来 の用に供する財産

管理述ヤキの川:こ f′ミする財産

10,000,000

15,780,:33

12,102,184

3,678,249

1,552,034

5

3

2

l,156,779

953,027

503,750

2

1

1

80,300

11,950

5,070

9,880

1,■ 1ド 年ヽf″ イヽ :| 27.332.467

姿 ilr合 計

(流動負
`11)

米払 金

I〕
i!受 全

預り金

業者塑月払い

社会保険料型月払

賃金千当報酬翌Jl払い
｀
「 成25年度調査遺物催

'E平成26年度調査遺物性理

平成27年′)に 調査遺物性理

平成29年度調査遺物整り|:

令和九年度[調査遺物惟理

令和2年度調査遺物整理

令和3年度調査遺物整理

令和4年度調査遺物整理

住民税

所得税

発11調査費精算選付金

令和5年3J」 ・I業費の米払い分

令和5年3月 分社会保険料

令和5年3月 分手当、賃金などの本払い分

平成25年度の発抽調査の遣物幣理費用支払に充てるもの

平′′t26年度の発掘調査の遺物惟理費り|]支払:こ 充てるもの

平成27年度の発11調 査の遺物推理費用支払 |こ 充てるもの

平成29年度の発11調査の遺物整理費‖]支払:こ 充てるもの

令和元年度の発掘調査の遺物幣理費用支払に充てるもの

令和2年度の発掘調査の遺物整理費用支払に充てるもの

令和3年度の発掘調査の遺物整理費り1]支払に充てるもの

合和4年度の発11調査の遺物整理費用支払に充てるもの

令和5年度受託 l,業収入

59,091

263,114

1,509,492

5,597,434

1,693,61

8,873.

2,046,51

5,I

1,377

7

滞 品

“

脩 合 11

(固定負債 )

退111給 付引当全 12,102,184

lHl■色iル合■+ 12_102_lR4

(1イ‖ィヽ1[

:[味財産 22_RA6 RRl
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1.重要な会計方針

(1)固 定資産の減価償却の方法

平成 19年 3月 31日 以前に取得したものについては旧定額法、平成 19年 4月 1日 以後

取得したものについては定額法によっている。

(2)リース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス0リース取引

引き続き通常の賃貸借処理にかかる方法に準じた会計処理を適用している。

(3)消 費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

3.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源の内訳は、次のとおりである。
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科  目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定期預金

小  計

特定資産

退職給付引当資産

減価償却引当資産

遺物整理調査積立資産

小  計

10.000.000 0 1010001000

10,000,000 ｎ

ｖ
ｎ

Ｖ 10.000.000

11.687.184 415.000 0 12.102.184

3 037 173 641 3 6

598.215 ハ
Ｕ 598.215

15 72 15。 780。 438

合  計 25,322,572 1,056,076 598,215 25,780,433

科  目 当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当額 )

(うち一般正味財
産からの充当額 )

(うち負債に
対応する額)

基本財産

定期預金

小  計

特定資産

退職給付引当資産

減価償却引当資産

遺物整理調査積立資産

小  計

10,000,000 10:000.000

1 1

15 433 3 678 249 12 1 1

合  計 25,780.433 10.000.000 3,678,249 12,102,184



科  目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

車両運搬具

什 器 備 品 10 725

合  計 13.309,780 11 1

4.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

5.補助金等の内訳ならびに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

補助金等の名称 刻」者

長岡京市

前期末
残高

当期

増加高
当期

減少高
当期末
残高

貸借対照表
上の記載区分

埋蔵文イロオ

発掘調査研究

事業補助金

19,730,000 19,730,000 0 =般正味財渥

合 計 19,730,000

(注)補助金の交付目的となる支出は当該年度中に全額執行されるため、期首期末の残高はない。

6.関連当事者との取引内容

関連当事者との取引の内容は、次のとおりである。

(取引条件及び取引条件の決定方針等)

・ 補助金は、長岡京市補助金等交付規則に基づき交付を受けている。

・ 埋蔵文化財発掘調査受託費は、乙訓文化財事務連絡協議会で決定した統一調査単価に

基づき受託料を計上し、調査終了後に精算している。

・ センター管理業務受託費は、市の積算提示額に基づき、センター管理者人件費がほぼ支

弁できる程度の額で契約している。

・ 普及啓発事業受託費は実費精算方式による精算金として受領している。
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支配

法人

長岡京市

役員
の兼
務等

理事 1名

評議員 1名

発掘・立会

調査の受託
35,578,309 未収金 9,297,344

普及啓発

事業の受託
275,000 未収金 275,000

事業
上の

関係

発掘調査、普及啓
発事業、センター

管理業務の委託
並びに管理運営
資金の助成等

センター管理

業務の受託
5,181,220 未収金 1,781,220

人件費、備品等

19,730,000 未収金 0



科    目 目iコロ 園□□ 差 異

I 事業活動収支の部

1.事業活動収入

基本財産運用収入

基本財産利息収入

特定資産運用収入

特定財産利息収入

事業収入

受託事業収入

補助金等収入

市助成金収入

管理・運営等補助金収入

雑収入

受取利息収入

事業活動収入計

2.事業活動支出

事業費支出

給料支出

センター管理事業費

人件費支出

賃金支出

発掘調査事業費

遺物整理調査費

啓発・研究費

手当支出

遺物整理調査費

センター管理事業費

人件費支出

福利厚生費支出

発掘調査事業費

遺物整理調査費

センター管理事業費

人件費支出

諸謝金支出

発掘調査事業費

遺物整理調査費

啓発・研究費

旅費交通費支出

遺物整理調査費

運営費支出

消耗品費支出

発掘調査事業費

遺物整理調査費

啓発・研究費

運営費支出

委託費支出

発掘調査事業費

遺物整理調査費

センター管理事業費

運営費支出

印刷製本費支出

発掘調査事業費

1,0001

1,000

1,0001

1,000

97,568,0001

97.568,000

19,730,0001

19,730,000

19,730,000

1,0001

1,000

[

[

[

[

19鋼

199

14釧

149

97,558,581]

97,558,581

19,730,0001

19,730,000)

19,730,000

896]

896

[

[

〔

[

〔

〔

[

8011

801

851]

851

9,4191

9,419

01

0)

0

10司

104

117,301,000 117,289,825 11,175

95,629,0001

3,812,000

2,450,000

1,362,000

11,549,000)

2,842,000

8,488,000

219,000

4,274,000)

1,349,000

965,000

1,960,000

2,388,000)

200,000

1,250,000

610,000

328,000

148,000

18,000

40,000

90,000

89,000)

40,000

49,000

1,949,000

1, 104,000

318,000

289,000

238,000

44,148,000

38,354,000

5,367,000

282,000

145,000

2,303,000)

155,000

(

(

(

(

(

(

95,615,325]

3,811,872)

2,441920

1,361,952

11,548,701)

2,841,951

8,488,000

218,750

4,273,383)

1,349,000

964,673

1,959,710

2,387,90D

199,922

1,250,000

609,998

327,985

147,090

18,000

40,000

89,()96

88,960)

40,000

48,960

1,946,952)

1, 103,358

318,000

288,060

237,534

44, 147,521)

38,354,218

5,367,000

2811600

144,703

2,301,951)

154.703

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

13,67団

120

80

48

299)

49

0

250

61η

0

327

290

99

78

0

2

15

904)

0

0

904

40)

0

40

2,04D

642

0

940

466

479)

218

0

400

297

1,04働

297

△

(

令和 4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31日 まで

(単位 :円 )
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科 曰 予算額 図園□ 差 異

遺物整理調査費

啓発 。研究費

運営費支出

燃料費支出

発掘調査事業費

運営費支出

通信運搬費支出

発掘調査事業費

遺物整理調査費

運営費支出

負担金支出

遺物整理調査費

啓発 。研究費

運営費支出

会議費支出

啓発・研究費

光熱水料費支出

発掘調査事業費

修繕費支出

発掘調査事業費

図書新聞費支出

運営費支出

賃借料支出

発掘調査事業費

遺物整理調査費

運営費支出

保険料支出

発掘調査事業費

啓発 。研究費

工事費支出

発掘調査事業費

手数料支出

発掘調査事業費

運営費支出

租税公課支出

管理費支出

役員報酬支出

入件費支出

給料支出

入件費支出

賃金支出

人件費支出

手当支出

入件費支出

福利厚生費支出

入件費支出

旅費交通費支出

運営費支出

消耗品費支出

運営費支出

委託費支出

1,646,000

498,000

9,000

338,000)

247,000

91,000

150,000)

5,000

138,000

7,000

57,0〔)0)

30,000

12,000

15,000

2,000

2,000

181,000)

181,000

46,000)

46,000

100,000)

100,000

13,981,000)

13.246,000

218,000

517,000

389,000)

387,0()0

2,000

8,311,000)

8,311,000

60,()0())

48,000

12,000

1,354,000

20,615,000〕

346,000)

346,000

8,836,000)

8,836,000

1,103,000

1, 103,000

4,585,000)

4,585,000

2,706,000)

2,706,000

99,000)

99,000

151,000

151,000

1,400,000)

1,646,000

492,998

8,250

336,6()7)

246,006

90,601

148,980

4,200

138,000

6,788

57,000

30,000

12,000

15,000

2,000)

2,000

180,076)

180,076

45,900)

45,900

99,983)

99,983

13,979,938)

13,245,065

218,000

516,873

387,790)

386, 190

1,600

8,310,254)

8,310,254

59,140

48,()00

11, 148

1,353,300

20,577,020]

345,600)

345,600

8,835,160

8,835, 168

1,102,400

1, 102,400

4,584,743)

4,584,743

2,705,940

2,705,944

98,780)

98,780

150,90D

150,905

1,399,350

0

2

750

1,390

994

399

1,012)

800

0

212

0
0

0

0

,  0)

0

924)

924

100)

100

lη

17

1,062)

935

0

127

1,210

810

400

746)

746

852)

0

852

700

37,980〕

400)

400

832)

832

600)

600

25η

257

50

56

220)

220

99

95

642)
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科 目 予算額 決算額 差 異

運営費支出

印刷製本費支出

運営費支出

燃料費支出

運営費支出

通信運搬費支出

運営費支出

負担金支出

運営費支出

会議費支出

運営費支出

修繕費支出

運営費支出

租税公課支出

運営費支出

図書新聞費支出

運営費支出

賃借料支出

運営費支出

保険料支出

運営費支出

手数料支出

運営費支出

雑費支出

運営費支出

事業活動支出計

事業活動収支差額

Ⅱ 投資活動収支の部

1.投資活動収入

特定資産取崩収入

特定資産取崩収入

遺物整理調査積立資産取崩収入

投資活動収入計

2.投資活動支出

特定資産取得支出

特定資産取得支出

退職給付引当資産取得支出

減価償却引当資産取得支出

長期未払金支出

遺物整理調査費用未払金支出

遺物整理調査費用未払金支出

投資活動支出計

投資活動収支差額

Ⅲ 財務活動収支の部

1.財務活動収入

財務活動収入計

2.財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

Ⅳ 予備費支出

当期収支差額

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

1,400,000

9,000)

9,000

162,000)

162,000

1511000)

151,000

16,000)

16,000

9,000)

9,000

36,000)

36,000

34,000)

34,000

53,000

53,000

637,000)

637,000

145,000

145,000

107,000

107,000

30,0()0)

30,000

1,399,358

8,250

8,250

161,780

161,783

150,880

150,880

16,000)

16,000

8,940)

8,940

35,460

35,460

33,340)

33i340

52,80())

52,800

636,754

636,754

144,290)

144,290

105,629

105,625

0)

0

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

642

750)

750

21つ

217

120

120

0
0

60)

60

540)

540

660)

′660

200)

200

246)

246

710)

710

1,379

1,375

30,000)

30,000

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

116,244,000 116, 192,345 51,655

1,057,000 1,097,480 40,480△

598,0001

598,000)

598,000

598,215]

598,215)

598,215

[△

(△

△

211

219

215

598,000 598,215 △ 215

1,057,0001

1,057,000)

415,000

642,000

598,0001

598,000)

598,000

1,056,076]

1,056,070

415,000

641,076

598,215〕

598,215)

598,215

9241

924)

0

924

21団

219

215

〔△

(△

△

1,655,000 1,654,291 709

△   1,057,000 △   1,056,076 △ 924

41,404 △ 41,404
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科 目 予算額 決算額 差 異

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

7,595,000 7,595, 194 △ 194

7,595,000 7,636,598 △ 41,598

-38-



ク
」

1.資金の範囲

資金の範囲には、預貯金、短期金銭債権債務及びこれに準ずる流動資産又は流動負債とし

ている。なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。

2.次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

:円 )

当期末残高科  目 前期末残高

77,378,631 122,018,71

12

金

金

｛
丁

　

▽
（

ロ
メ
　

ーー
イ

預

未

134.699。 682合  計 88,708,820

74,672,474

6,383,852

59,091,688

66,594,000

1 7757

金

金

金

払

受

り

未

前

預

127.063.084

7.636.5987 194
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令和 5年度

法人 長 凹 京市埋蔵文化財センター事業計画書

公益財団法人 長岡京市埋蔵文化財センター

Pl
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令和 5年度事業計画

1 発掘調査事業～埋蔵文化財の調査、保存及び活用

(1)埋蔵文化財発掘調査の受託と実施

(2)立会調査の受託と実施

(3)遺跡パ トロール

(4)埋蔵文化財に関する文献資料、図書、写真、図面等の収集整埋

2 遺物整埋調査事業～埋蔵文化財の研究及び調査成果に関する報告書の刊行

(1)現年度調査遺物等の整埋

(2)過年度調査遺物等の整埋

(3)埋蔵文化財発掘調査報告書の刊行及び文化財調査報告書の編集

(4)セ ンター年報 (令和 4年度)の刊行

(5)埋蔵文化財発掘調査資料選の刊行

3 啓発・研究事業～埋蔵文化財の研究及び文化財保護の啓蒙

(1)発掘調査現地説明会の開催

(2)講演会等の開催

0文化財講演会  :第 73回文化財講演会 (外部講師 )

・調査成果報告会 :令和 4年度調査の成果速報と遺物展示

(3)講師等の派遣

(4)体験学習・施設見学への対応

(5)夏休み歴史教室  :7月 末頃

(6)遺物展示等

・常設展示

・特別企画展の開催   :11月 の約 lヶ 月間

・ まいぶんミニ展示の開催  :期間定めず随時

・まい・ トピ !展示の開催  :期間定めず随時

(7)その他冊子等の刊行

(8)ホームページを利用 した埋蔵文化財情報の公開

(9)資料貸出、資料調査への対応

(10)缶バッジプレゼン ト企画 2023の実施

4 長岡京市立埋蔵文化財調査センターの管理運営事業

5 他機関との連携

・全国埋蔵文化財法人連絡協議会  ・乙訓文化財事務連絡協議会

・長岡京連絡協議会    ・調査成果交流会、研修会、現地説明会等への参加

・関係機関等との刊行物の受贈
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令和 5年度

公益財団法人 長岡京市埋蔵文化財センター予算書

公益財団法人 長岡京市埋蔵文化財センター

-45-



―一呻―



年

年

一　
　
　
　
　
５
６

一　
　
‐
‐

力
７
　
　
　
輛
領

／ヽ
　
　
　
自

奎

ヽ
　
　
】
一

セ四
書

対
算

蔵

予

埋

初

青
中　
一当

京

質『詢
団チ

“

口
只益ヽ

ヽ
′
７

日

日０
０

月

月

４

３

I 一般正味財産増減の部

(1)経常収益

予算額  90,222,000円

Ⅱ 指定正味財産増減の部

Ⅲ 正味財産期末残高

I 一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

正味財産期末残高  22,826,764円

(2)経常費用

予算額

一般正味財産期首残高

当期一般正味財産増減額
一般正味財産期末残高

90,221,533円

12,826,297円

467円
12,826,764円

指定正味財産期首残高

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期末残高

10,000,000円
0円

10,000,000円

1

増 減

(円 )

適 用
前 年 度 当 初

予算額 (円 )

△ 1,000000

△ 1,000 基本財産利息2,000

1,000 0

特定資産預金利息1,000

70,000,000 △ 1 000,000

発掘調査、立会調査、啓発、管理70,000,000 △ 1,000,000

1 0{〕 019,730,000

19,730,000 1,488,000

19,730,000 1,488,000

退職給付積立不足

算
目

息

事業収益

金等

科

21 21 000

9 22 000

(円 )

1,000

1,000

1,000

69,000,000

6 000

2L218,000

21,218,000

0

2,000

1,000

1,000

受取市助成金

管理 。運営等補助金

退職給付助成金

受取利息

雑収益

基本財産運用益

特定資産運用益

基本財産受取利息

1,000

収  益 3,000 △ 1,000

△ 1,000 普通預金利息000

000

486,0008 73 000
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科 目
前 年 度 当

適 用

71 689 △
ｎ
Ｕ

，
０

与 358,000 3,238,000

センター管理事業費 45 000

人 件 費 000

手    当 000 △ 000

1,000,000 1,01 000 △ 000 つ 当

センター管理事業費 000 000 2,000 時間外手当等

人 000 △ 15

金 000
Ａ
υ

Ａ
υ

ｎ
ｕ 106,000

4, 000 000

固歴理璽雇歪目環固 000 6,355,000 △ □聾目

000 1 000

477 000 428,000 49,

000 57 △ 00 等

□滉璽□雇豪:課ヨ 995,{〕 00 936,000

センター管理事業費 5 56 000 △ 1 雇用保険等

人 件 費 雇用保険、
′
■

ｎ
ｖ △ 1

ｎ
υ

センタ

人 件 費
Ａ
Ｖ

′
”

ｎ
υ △

謝 金
ｎ
υ 1 △

発掘調査事業費
ｎ
υ 50,000 △

Ａ
Ｖ

ｎ
Ｖ

遺物整理調査事業費 2
Ａ
υ

ヽ
ハ

ノ
ι

Ａ
υ △ 1 000
ｎ
υ

ｎ
ｖ 000

遺物整理調査事業費 △ 23,000 う調査旅費等
Ａ
υ

Ａ
υ 000 000

品 費
ｎ
ｖ

Ａ
Ｖ 212,000 △ 126,000

発掘調査事業費 5
Ａ
Ｖ

Ａ
υ 547 △ 47 具

ｎ
ｖ

ｎ
ｖ 238,000 △ 38,000 具

啓発・研究事業費
Ａ
υ

ｎ
υ 21 000 △ 7 000 遺物復元材料等、展示用品

運  営 品等

託 費 61 0()0 31
ｎ
ｖ △ 9 000

66 000 27 5
ｎ
υ

ｎ
Ｖ 000 写真測量委託等

遺物整理調査事業費 5 000
Ａ
υ △ 249,000 分析、実測図化委託等

センター管理事業費 308,000
ｎ
υ

Ａ
υ 000

運 営 費 137 000 1
ｎ
υ

Ａ
υ

1 741 000 △

80,0()0 199,000 △ 119,000 写真現像等

遺物整理調査事業費 2 0()0 2 △

啓発・研究事業費 4611000 558,000 △ 7,000 企画展冊子等

1 △

燃 料 費
ｎ
ｖ 290,()00

ｎ

ｖ

発掘調査事業費 1 リン、 灯 油

運 営 ソリン等

目

F覇
L』 1 0()0 1 △

50,000 ヽ
ハ

ノ
ι

遺物整理調査事業費 1

運 営

40,000

△

Ａ
Ｖ

ファックス送信費等
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科 目
算 前 年 度 当

固 用

(円 ) (円 ) (円 )

払負担金 71,000 86,000 △ 15,000

遺物整理調査事業費 1 000 30,000 △ 15,000 プロック研修会等

啓発 。研究事業費 1 000 1
ｎ
ｖ

ｎ
υ

ｎ
υ 日

000
ｎ
ｖ

ｎ
υ 研修会等

議 費 2,000
ｎ
υ

ｎ
υ

啓発 。研究事業費 000
ｎ
Ｖ

90,000
ｎ
ｖ

ｎ
υ △

ｎ

ｖ

90,00
ｎ
ｖ

Ａ
Ｖ △

Ａ
Ｖ ガス、水道代等

繕 料 1 000
ｎ
ｖ

Ａ
υ

ｎ
υ

ｎ
Ｖ

発掘調査事業費 000
ｎ
υ

ｎ
ｖ

ｎ
ｖ

営 000
ｎ
ｖ

Ａ
Ｖ

ｎ
ｖ

匪 墾面口 100,000 100,000

運 営 費 1 000 100,

借 料 401 000 90 000 △ 000

発掘調査事業費 7,754,000 8, 197:000 △ 000 発掘調査用器材等借上料

遺物整理調査事業費 1 000 208,000 △ 58,000 複写機等借上料

運 営 費 497 000 500,000 △ 3,000 事業関係器材借上料

保 険 料 391,000 33 000 000

発掘調査事業費 385,000 325,000 60,000

啓発・研究事業費 000 6,000 0 歴史教室保険料

運 営 費 0 0 0 その他事業関係保険

工 事 費 300,000 276,000 24,000

発掘調査事業費 000 276,000

手 数 料 70,000 6 000
Ａ
υ

発掘調査事業費 60,000 000 り手数料等

運 営 費 10,000
ｎ
ｖ

画 面[藤口

報 償 費 0

0

租 税 公 課
′

電

Ａ
Ｖ 1,421,000

消 費 税
′
”

ｎ
ｖ 42 000
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科 目
年 度 当 田

□ 用

理 費 01 387

役 員 報 酬 41 000 41 000

人 件 費 41 理事、評議員、監事

給   与 000 9,368,000

人 件 000 □田□目
賃 金 1 000 000 △

人 件 000 000 △

手 当 0341000 ′

■ 000

人 000 当等

0 000 127 000

人 雇用保険、

262,8()0 △

800 △
Ａ
Ｖ

謝 金 0 0

0 法人関係謝礼

圏 000 14 △ 000

圏 △ 000 全埋協全国協議会等旅費

耗 品
ｎ
ｖ

Ａ
υ

0

運 営 費 3 000 品等

託 費 1 47 1 000 8,000

運 営 費 1 000

11 000 △
ｎ
υ

運 営 費 11, △
ｎ
ｕ

際 費 000 30,000

運 営 000 3 理事長交際費

料 費 000 59,000

運  営 000 5 000 法人関係ガソリン等

品費 0

法人関係器具等

150,000 15 △ 000

1 15
Ａ
Ｖ

Ａ
υ △ 法人関係ファックス送信費、

支払負担金 36,()00 0
ｎ
ｖ 全埋協会費、研修会等

会 議 費
ｎ
Ｖ

繕 料
ｎ
υ

Ａ
υ △ 27,

営  費
ｎ
υ △ 2

租 税 公 課
ｎ
υ 4,000

営  費 000

図書新聞費 000

運 営 費

借 637 000 334,000

運 営 費 97

囲 1
Ａ
υ △ 20,000

運 営 費 △ 法人関係保険

数
ｎ
υ

Ａ
υ △ 41,

Ａ
Ｖ

Ａ
Ｖ

運 営 費 △ 4
Ａ
Ｖ

Ａ
υ

。振込等の法人関係手数料
「
Ｊ

躍
＝

運 営 費

1 344 217

30,000
ｎ
υ

Ａ
Ｖ

用 計

467 9 △

△

評価損益等計

467 924当期経常増減額 △ 457
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2.経常外増減の部
1

つ

“

当期一般正味財産増減額 ′

■ 924

82 1 75 530

△ 457
一般正味財産期首残高 767

1 82 764 121756,454 70,310

正

雨 フ ト礼X」Li

科 目
算予 前 年 度 当

(円
固 用

(円 )

0経常外収益計

科 目
予 算  額

(円 ) (円 )

日
日 用

(円 )

年 度 当

経常外費用計

当期経常外増減額

科 目
(円 )

算 年

(円 )

度 当 増 減

(円 )

日 用

当

10,000,00o
指定正味財産期末残高 0001 1 000

科 目 年 度 当

(円

算

8 7
′
■

′
”764

(円 ) (円 )

増
固 用

70,310
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令和5年 4月 1日 から令和6年 3月 31日 まで

受 取 補 助 金 等

田
関

「
ヨ

Ｆ
」
一

口 □ □
目 □ 目

ヨ
ヨ

Ｆ
」
一

一
１
〓

Ｆ
Ｌ □ 困

ヨ
ヨ

Ｆ
Ｌ
一

目 凰
日

受 団
「
ヨ

一
―

」

受 取 市 団
囮 収 藤

一̈F■
E] 取

工
■ 息

取

取

８
■

　

■
，

成   金

収   益

□
□
園
□
園

本
定
定

基
　
特

特
　
事

〔1)経常収益
基  本

餌邸 法人会計 合  計

凹

科 □

４

４

１
，
１
，
１
，
　

１
．

６

６

０

０

０

０

８

８

４

４

２

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

０

０

８

８

２

１

１

０

０

２

２

０

０

０

０

４

４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４

４

０

０

０

０

０

０

０

０

３

３

８

８

０

０

1,

1,

1,

1,

4935,
4935,

18,416,

18,416,

1,

1,

与
金
当
費
用
金
費
費
費
費
費
費
費
金
費
費
費
資
料
料
資
料
費
費
誤

厚
　
謝
交
　
託
製
料
備
運
負
議
水
繕
新
借
険
事
数
奨
償

給
賃
手
福
退
諸
旅
消
委
印
燃
器
通
支
会
光
修
図
賃
保
工
手
報
減
租

12)経常費用
「
ヨ

¨
Ｉ

Ｌ 舅
にコ
L_」

生利

□ 田 付
=¬
1■1

□ 日

「
Ш

Ｆ
肛

，
ハ

硼
ヽ
ゝ

′
２

通
　
　
本
　
品
搬
担
　
料
　
聞

費
　
　
刷
　
具
信
払
　
熱
　
書

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

９

０

８

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　

８

０

３

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

　

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　

１

０

６

，
８

‐
６

‐
７

，
７

，
９

，
５

‐
９

‐
６

，
１

，
１

，
５

，
　

３

，
１

，
２

，
０

，
９

，
０

，
―

，
１

，
０

，
０

，
　

４

６

５

２

８

７

２

９

７

８

１

４

０

　

０

７

　

９

３

０

０

９

０

７

　

８

８

３

９

６

４

　

　

　

０

６

７

３

　

１

　

　

　

１

１

４

３

３

　

　

３

1.421.

０

９

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

９

８

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　

８

３

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

　

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　

１

６

，
３

，
６

，
７

，
７

，
９

，
５

，
９

，
６

，
１

，
１

，
５

，
　

３

，
１

，
２

，
０

，
９

，
０

，
１

，
１

，
０

，
０

，
　

４

６

５

２

８

７

２

９

７

８

１

４

０

　

０

７

　

９

３

０

０

９

０

７

　

８

８

３

９

６

４

　

　

　

０

６

７

３

　

１

　

　

　

１

１

４

３

３

　

　

３

６

，
３

，
０

，
３

，
２

，
　

　

　

１

，
１

，
１

，
　

　

　

　

　

　

　

　

８

，

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０
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科 □ 法人会計 合  計

役
給
賃
手
福
退
諸
旅

'肖委
Eロ

交
燃
通
支
△

=
修
租
図
賃
保
手
報
減

目 錮 酬
与
金
当
費
用
金
費
費
費
費
費
費
費
金
費
費
課
費
料
料
料
費
費

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4i3,000
0,438,000
11130,000
5,034000
2,6821000

2621800
0

98,000
301000

1,4761000
0

301000
641000

1501000
36,000
9,000
9,000

321000
53,000

971,000
1321000
62,000

0

2131344

413,000
1014381000
11130,000
5,034,000
2,6821000

2621800
0

98,000
3010()0

1,4761000

1

澤il 厚

謝
交

託
製
際
料
運
負
議
繕

新
借
険
数
奨
償

生

圃 給 付
躙

LI」

費

昴1

信
払

書

耗 ロロ

通

本

搬
担

聞
税 公

30,

64,

1501

36,

91

91

32,

53,

971,

132,

62,

2131

000
000
0()0

000
000

0

344個 去ロ

10.117.00` 7.蜀 14 761 |.826,764
ll ttF T ]:Z「■卜蘭屯所gS

興 財雇期百残高
鍛:詢唖:3:ラ Fヨぎ:E311日 10.000.001 11

‖l T陳 財 郵 E3]濶 10.312.004
「

¬丁丁面両面
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公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センター

令和 5年度 予算書

収入の部

収入総額  97,817千円

なお、収入総額・支出総額には V繰 越収支差額を含む。

I 事業活動収支の部

参考資料

支出の部

支出総額  97,817千円

自 令和 5年  4月  1日
至 令和 6年  3月 31日

科 目
予 算 額

(千円)

前年度当初

予算額 (千 円)

増 減

(千円)

用適

△ 1

△ 1

基本財産運用収入

△ 1 基本財産利息

特定資産運用収入

特定資産預金利息

69,000 70,000 △ l 000

69,000 70,000 △ 1,000

事業収入

69,000 70,000 △ 1,000 発掘調査、立会調査、啓発、管理

21,218 19,730 1,488

21,218 19,730 1,488

21,218 19,730 1,488

補助金等収入

退職給付積立不足

△ 1

△ 1

△ 1 普通預金利息

雑 収 入

事業活動収入計 90,222 48689,736
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９

綱

前年度当初

予算額 (千円)

0

△ 738

120

増 減

(千円)

適 用

67,290

788

2,450

238

120 職員、嘱託職員分

3,850 △ 163

1,010 △ 10 整理等に伴う時間外手当

964 時間外手当等

1,876 △ 155 時間外手当等

10,820 106

4,2Z16 356

6,355 △ 255

嘱託職員等

整埋員等

整埋員等

219

59

△ 86

142,428

572

568

936

△ 14

352 189 、雇用保険、退職共済等

整埋員等

、雇用保険等

125 △ 30

50 △ 20 調査指導謝礼

30 △ 10 調査指導謝礼

45 講演会講師謝礼

89 △ 10

調査旅費等

30 △ 23 整埋等に伴う調査旅費等

59

1,212 △ 126

全埋協全国協議会等旅費

掘調査用具547 △ 47

238 △

△

△

１
４

212

整埋用具

元材料等、展示用品

215 事業関係事務用品等

、写真測量委託等

、分析、実測図化委託等△ 249

諸整備委託

27 524

31,709

186

300

3,749

事業関係者健康診断等

2,001 △ 260

199 △ 119 写真現像等

l,233 △ 33 調査報告書等

558 △ 97 企画展冊子等

ll △ ll 事業関係封筒印刷等

290 15

199 ガソリン、軽油、灯油

事業関係ガソリン等

調査用器材等

91 14

166 △ 63

△ 10 切手代等

△ 54 報告書送料等

50

30

104

86

12 事業関係ファックス送信費等

ヽ
３

ノ
ι

△ 近畿プロック研修会等

12 関西考古学の日

科 目
予 算 額

事 業 費 66,552

給 与 3,358

ンタ 450

人 件   費 908

手 当 3,687

1,000

センター 966

人  件  費 1,721

賃 金 10,926

発掘調査事業費 4,602

6,100

啓発・研究事業費 224

福利厚生費 2,576

発掘調査事業費 486

995

ンター管 554

人  件  費 541

諸 謝 金 95

発掘調査事業費 30

遺物整理調査事業 20

啓発・研究事業費 45

旅費交通費 79

発掘調査事業費 7

整理調査事業 7

運  営  費 65

耗 品 費 1,086

発掘調査事業費 500

200

啓発・研究事業費 133

運  営  費 253

委 託 費 31,611

発掘調査事業費 27,666

3,500

ンター管 308

運  営  費 137

印刷製本費 1,741

発掘調査事業費 80

2()0

啓発・研究事業費 461

運  営  費 0

料  費 305

発掘調査事業費 2()0

運 営 費

器具備品費

発掘調査事業費

通信運搬費
Ａ
υ

発掘調査事業費 40

50

運 営   費 13

支払負担金 71

15

啓発・研究事業費 12

運  営  費 44 44 全埋協会費、研修会等
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科 目
予 算 額

(千円)

前年度当初

予算額 (千 円)

増 減

(千円)

回 用

講師打合せ等

電気、ガス、水道代等

会 議 費 2

2

90

90

139

79

60

100

100

2

100

100

75

光熱水料費 △ 10

△ 10

修 繕 料 64

15 64

60

図書新聞費 100

100

賃 借 料 8,401 8,9()5 △ 504

7,754 8,197 △ 443 発掘調査用器材等借上料

150 208 △ 58 複写機等借上料

497 500 △ 3 事業関係器材借上料

保 険 料 391 331 60

385 325 60 賠償責任保険

歴史教室保険料

0

24

24

4

その他事業関係保険

工 事 費 300 276

276

66

60

6

300 電気工事費等

手 数 料 70

60 汲み取 り手数料等

10
И
＝

報 奨 費

運 営   費

租税公課

税

1,421

421

1,421

421
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科 目
予 算 額 予 □ 増

(千

22,780 2 428 1,352

413 413 0

適 用

管 理 費

413 413 理事、評議員、監事

10,438 9,368 1,070

10,438 9,368 1,070 職員、嘱託職員

1,130 1,325 △ 195

1,130 1,325 △ 195 臨時職員

5,034 4,795 239

5,034 4,795 239 地域手当等

2,583 2,555 28

2,583 2,555 28 社会保険、雇用保険、退職共済等

0

0

98

98

30

30

476

1,476

0

法人関係謝礼

141 △ 43

141 △ 43 全埋協全国協議会等旅費

28

28 法人関係事務用品等

1,468

1,468 税務会計委託等

11 △ 11

11 △ ll 法人関係封筒印刷等

30 30

30 30 理事長交際費

64 59

64 59 法人関係ガソリン等

法人関係器具等

150 151

151

36

36

9

9

36

△ 1

△

0

0

0

人関係ファックス送信費、切手等

費、研修会等

150

36

36

9

9 会議賄い

△ 27

36 △ 27 法人関係器具修埋等

32 28

32 28 印紙等

53 53

5 3

97 1

97 1

3 2

3 2

6 2

53

637

新聞購読料

334

637 334 法人関係器材借上料

152 △ 20

152 △ 20 車両等の法人関係保険

103 △ 41

62 103 △ 41 登記・振込等の法人関係手数料

勤続表彰

30 30

30 30

事業活動支出合計 89.332 718

1,018

614

事業活動収支差額 890 △ 128
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Ⅱ 投資活動収支の部

財務活動収支の部Ⅲ

ｌ

∩
Ｚ

前年度当初

予算額 (千 円)

科 目
予 算 額

(千円)

増 減

(千円)

固 用

特定資産取崩収入

退職給付積立預金取崩

減価償却積立預金取崩

遺物整理積立取崩

特定資産取崩収入

過年度遺物整理

固定資産売却収入

投資活動収入合計

科 目
予 算 額

(千円)

前年度当初

予算額 (千 円)

増 減

(千円)

適 用

890 △ 1281,018

890 1,018 △ 128

292 415 △ 123 退職給付引当

598 6()3 △ 5

特定資産取得支出

退職給付支出

固定資産取得支出

長期未払金支出

過年度調査整埋費

投資活動支出合計 890 1,018 △ 128

投資活動収支差額 △ 890 △ 1,018 128

増
紆

前年度当初予 額 減
適 用科 目

(

財務活動収入合計

財務活動支出合計

財務活動収支差額

科 目
予 算 額

(千円)

前年度当初

予算額 (千 円)

増 減

(千円)

適 用

予備費支出

科 目
予 算 額

(千円)

前年度当初

予算額 (千 円)

増 減

(千円)

適    用

当 期 収 支 差 額

71

71

前期繰越収支差額 7,595 7,524

次期繰越収支差額 7,595 7,524

V
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